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まえがき 

この 規格 は， 工業 標準化 法に 基づき， 日本 工業 標準 調査 会の 審議 を 経て， 経済 産業 大臣が 制定した 日本 
工業規格 である。 

この 規格 は， 著作権法で 保護 対象と なって いる 著作物で ある。 

この 規格の 一部が， 特許権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 
抵触す る 可能性が ある こ と に 注意 を 喚起す る。 経済 産業 大臣 及び 日本 工業 標準 調査 会 は， このよ う な 特許 
権， 出願 公開 後の 特許 出願， 実用新案 権 又は 出願 公開 後の 実用新案 登録 出願に 係る 確認に ついて， 責任 は 
もたない。 



(2) 

著作権法 によ り 無断での 龍 製， fc 戰等は 禁止され てお ります。 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一公 共 トイレに おける 

便 房 内 操作 部の 形状， 色， 配置 及び 器具の 配置 

Guidelines older persons and persons with disabilities — Shape, colour, and 
arrangement of toilet operation equipment and appliance in public rest room 

序文 

建築物， 交通機関 などの バリア フリーに 関する 法律が 整備され， 高齢者 及び 障害の ある 人が 外出し やす 
くな つた。 

公共 トイレ は， 商品 開発が 進み， 便 房 内の 設備 機器に 新しい 機能が 付加され， 利用者に とって 便利に な 
つてき ている。 その 中で， 操作 ボタンの 種類が 增ぇ， 様々 な 位置に 設置され， 操作 方法 も 多様化し たため， 
ボタンの 識別の しに く さ， 及び 使いに く さが 問題に なって いる。 

便 房 は， 介助が 必要な 人 を 除けば 一人で 利用す るた め， 操作 ボタンの 位置 を 聞いたり， 誰かの 手 を 借り 
たりす る こと はでき ない。 これ は， 障害の ある 人に 限った 問題で はなく， 高齢者に おいても 同様で ある。 

この 規格 は， 高齢者 及び 障害の ある 人達が， 公共 トイレ を 利用 するとき の 問題 を 解決す る こと を g 的と 
している。 

1 適用 範囲 

この 規格 は， 鉄道 駅， 公園， 集会 場， 病院， 百貨店， 事務所な どに 設置され る 不特定多数の 人が 利用す 
る 公共 トイレ （一般 便 房 及び 多 機能 便 房） の 腰掛 便器の 横 壁面に， 便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタンの 両 
方 又はい ずれ か 一つ を 設置す る 場合の， 操作 部 （便器 洗净 ボタン 及び 呼出し ボタン） の 形状， 色， 並びに 
操作 部 及 び 紙 巻 器 の 配置に ついて 規定す る。 

2 引用 規格 

次に 掲げる 規格 は， この 規格に 引用され る ことによって， この 規格の 規定の 一部 を 構成す る。 これらの 
引用 規格 は， その 最新 版 （追 補 を 含む。） を 適用す る。 
JISP4501 トイ レツ ト ペーパー 

JIS S 0031 高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 一年 代 別 相対 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 方法 
JIS S 0033 高齢者' 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 一年 齢 を 考慮した 基本 色 領域に 基づく 色の 組合 

せ 方法 

3 用語 及び 定義 

この 規格で 用いる 主な 用語 及び 定義 は， 次に よる。 

3.1 

—般便 房 



著作 ttlfe により 無断での 複製， 截等は 禁止され ております。 
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車い す 使用者への 配慮が 特にな されて いない 腰掛 便器 を 設置した 個室。 
3.2 

多 機能 便 房 

車い す 使用者， 乳幼児 連れな どの 利用に 配慮した 腰掛 便器 を 設置した 広めの 個室。 
3.3 

操作 部 

便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタン。 
3.4 

便器 洗淨 ボタン 

便器 洗浄 装置の 押しボタン 式 スィッチ。 
3.5 

呼出し ボタン 

通報 装置の 押 し ボタ ン式ス ィ ッ チ。 
3.6 

紙 さ 5§ 

JIS P4501 に 規定す る トイ レツ ト ペーパー を 収納す る 器具。 



4 操作 部の 形状 

便器 洗净 ボタンの 形状 は， 丸形 （〇） とする。 呼出し ボタンの 形状 は， 便器 洗浄 ボタンと 区別し やすい 
形状 [例えば， 四角形 （□) 又は 三角形 （A)] とする。 操作 部 は， 指 だけでなく 手のひら 又は 甲で も 押し 
やすい 大きさと し， その 一例 を 図 1 及び 図 2 に 示す。 



単位 



単位 



約 25〜50 




約 25〜50 




《 



注 a) ボタンの 高さ は， 目の 不自由な 人が 触覚で 認知し やすいよ うに， ボタン 部 を 周辺 面より 突 
起させる ことが 望ましい。 



図 1 一 便器 洗浄 ボタンの 例 



図 2 — 呼出し ポタンの 例 



著作 權 法に よ り 無断での 複製， ）11^^載等は禁止さ れてぉ り ま す。 
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5 操作 部の 色 及び コントラスト 

操作 部の 色 及び その 周辺 色との コントラスト は， 次に よる。 

注記 ここでい う 周辺と は， 操作 部が 取り付い ている 壁面で はなく， 器具の ボタン 部 以外 をい う。 

a) ボタンの 色 操作 部の 色 は， 相互に 識別し やすい 色の 組合せと する。 J1S S 0033 に 規定す る "非常に 
識別 性の 高い 色の 組合せ" から 選定す る ことが 望ましい。 例えば， 便器 洗浄 ボタンの 色 を 無 彩色 又は 
寒色 系と し， 呼出し ボタンの 色 を 暖色 系と する ことが 望ましい。 

b) ボタン 色と 周辺 色との コントラスト 操作 部 は， ボタンの 色と 周辺 色との コン ト ラス トを 確保す る。 
また， 弱視の 人 及び 加齢に よる 黄色 変化 視界の 高齢者 も 判別し やすいよう， JIS S 0031 を 参照し， 明 
度 差 及び 輝度 比に も 留意す る 。 

6 操作 部 及び 紙 巻 器の 配置 

操作 部 及び 紙 巻 器の 配置 は， 次に よる。 

a) 操作 部 及び 紙 巻 器 は， 便器 座 位， 立 位な どの 姿勢の 違い を 含めて 多くの 利用者が 操作 可能で， かつ， 
視覚 障害者に も 認知し やすい 配置と する。 

b) 操作 部 及び 紙 巻 器 は， 腰掛 便器の 左右 どちら かの 壁面に まとめて 設置す る。 

C) 便器 洗浄 ボタン は， 紙 巻 器の 上方に 設置し， 呼出し ボタン は， 便器 洗浄 ボタンと 同じ 高さで 腰掛 便器 
後方に 設置す る。 

d) 操作 部 及び 紙卷器 は， 表 1 の 条件 を 満たす 位置に 設置す る。 

e) 操作 部 及び 紙卷 器と 同一 壁面 上に 手すり， 温水 洗浄 便座 リモコン， 手 洗 器な どの 器具 を 併設す る 場合 
に は， 各 器具の 使用 • 操作 を 相互に 妨げない よう に 配置す る。 

f) 操作 部 及び 紙 巻 器と 同一 壁面 上に， 手すり， 温水 洗净 便座 リモコン， 手 洗 器な どの 器具の 併設 又は 紙 
巻 器， 腰掛 便器 横 壁面の 形状な どに よって， 表 1 の 配置 及び 設置 寸法に よ ら ない 場合で あっても， C) の 
位置 関係 は， 満たす ものと する。 

g) 呼出し ボタン は， 利用者が 転倒した 姿勢で 容易に 操作で きる 位置に も 設置す る ことが 望ましい。 



著作権法 によ り 無断での 複製， if お 載 等 は 禁止され てお ります。 
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器具の 種類 


便座 上面 先端 （基点） 


便座 上面 先端 （基点） 


二つの 器具 間 距離 


からの 水平距離 


からの 垂直 距離 


紙 巻 器 




7, ： 便器 -. ヒ 方へ 




X, ： 便器 前方へ 


約 150〜400 




便器 洗浄 ボタン 


約 0〜100 




： 約 100〜200 




Y2 ： 便器 上方へ 


(紙 巻 器との 垂直 距離） 


呼出し ボタン 


あ ： 便器 後方へ 


約 400〜550 


X3 ： 約 200〜300 


約 100〜200 




(便器 洗净 ボタ ン と の 水平距離） 



著作権法 によ り 無断での 複製， Iz^ 職 等 は 禁止され てお ります。 



器の 配置 及び 設置 寸法 

単位 mm 




便 器 洗浄 ボタン 
紙 巻 器 



ズ 



\ 基点 (便座 上面 先端) 




表 1 一 操作 部 及び 紙 巻 



呼出し ボタン 



！ - ズ 3 



-秦 



4 
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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一公 共 卜ィレ における 
便 房 内 操作 部の 形状， 色， 配置 及び 器具の 配置 

解 説 



この 解説 は， 本体に 規定した 事柄， 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規定の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問合せ は， 財団法人 
日本規格協会へ お願いします。 

1 制定の 趣旨 

近年， 公共 トイレ （不特定多数の 人が 利用す る 建築物. 交通機関 などに 設けられた トイレの 総称） は， 
建築物 • 交通機関 などの バリア フリ 一関 係の 法的 整備が 進んだ ことから， 高齢者 や 子供 • 障害者な どの 使 
いやす さに 配慮した トイレが 普及して きた。 

しかし， その 一方， 公共 トイレの 空間 設計 や 器具の 配置 • 操作 方法な ど は 現場に よって 大きく 異なり， 
機能 や 利便 性な ど その 基本的な 性能に おいて， 多くの 解決すべき 課題が 生じて いる。 

この 規格 制定の きっかけ となった "ぐつ ど トイレ プロ ジヱ クト" （東洋 大学 一 TOTO 公共 トイレ 標準化 
共同研究 会 ク" 3 の 予備調査 （平成 15〜16 年度） では 公共 トイレの 様々 な 問題点が 明らかになった カズ， その 
一つと して， "便 房 内 操作 系 設備の 配置 • 操作 方法の 多様化に よる 利用者の 混乱" が 浮き彫り になった。 

予備調査 では， 現状の 公共 トイレに おいて は， 便 房 内の 紙 巻 器 や 便器 洗浄 ポタンな どの 配置 や 操作 方法 
力、 異なる 施設 間の 場合 だけで な く ， 同一 施設 内に おいても 統一され ていない ケースが 少な く ない ことが 
判明した。 視覚 障害者から は， 

• トイ レの 場所が 分からない 

• トイレの 入り口の 前に 立っても， 左右 どちらが 男女な のか 分からない 
'便 房' 洗面 コーナー • 小 便器 コーナー （男子 トイレの 場合） が どこかが 分からない 
-便 房に 入った 後， 紙 巻 器 • 便器 洗浄 ボタン • 呼出し ボタン • 温水 洗浄 便座の リモコン など， 操作 系設 
備の ボ タ ン の 識別 • 配置 や 操作 方法が 分か ら ない 
ことな どが 指摘され た。 

中で も， "便 房 は 通常 一人で 入る ため， 分からない 場合 他人に 聞く ことができない" ことから， 視覚 障害 
者に とって は， この "便 房 内 操作 系 設備の 問題" カ嘬も 重大で あると 判断され た。 

同じ 予備調査の 中で 行った 現場検証 では， 視覚 障害者が 便 房に 入る と， まず 壁面 全体 を 手で 触り 設備の 
配置 や 種類 を 確認し なければ ならず 必要 以上に 時間が かかる こと， また， 中には "便器 洗净 ボタン" と "呼 
出し ボタン" を 間違えて 押してし まう ことな ど， 外出の 妨げと なる ような 辛い 経験 を 多数の 人が 挙げてい 
る。 また， 操作 系 設備の 識別 は， 視覚 障害者 だけでなく， 子供 や 視力の 低下した 高齢者な どに も 共通す る 
問題で ある ことが 判明した。 

一方， 肢体 不 自 由 者 か ら も ， 操作 系 設備の 設置 位置 や 操作 方式が 自身の 動作 特性 と 合わない といった 声 
が あげられ ていた。 このような ことから， 公共 トイレに おける 様々 な 課題の 中で， この 便 房 内 操作 系 設備 
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の 問題の 解決が 最 も 緊急な 課題で あ る と の 判断に よって， こ の 規格の 制定に 至った。 

注" "ぐつ ど トイレ プロ ジヱ クト" （東洋 大学 一 TOTO 公共 トイレ 標準化 共同研究 会） 

一人で も 多くの 人が 利用し やすい 公共 トイ レの 実現 を 目指し， 2003 年度から スタート させた 産 
学 連携の 共同研究 プロジェクト 



2 制定の 経緯 

平成 15 年度から 財団法人 共用 品 推進機 構内に 設置して いる "ァ クセシ ブル デザィ ン 検討委員会" 内に， 
平成 17 年度" トイレ 内に おける 操作 系 設備の 標準化に 関する 検討 小委員会" を， さらに 日本 衛生設備 機器 
工業 会 内に "トイレ 内に おける 操作 系 設備の 標準化に 関する 検討 ワーキンググループ （以下 "WG")" を 
設置し， JIS 原案 作成の ための 調査 • 研究 を 行った。 操作 系 設備の 配置に 関して は， "WG" において， "ぐ 
つど トイレ プロジェクト" （前述） の 調査 研究 成果 を ベースと し， 東陶 機器 株式会社 （TOTO)' 株式会社 
INAX • 東洋 大学 髙橋儀 平 研究室の メ ン バーが 中心 となり， 肢体 不 自 由 者 • 視覚 障害者の 協力に よ る 利用者 
検証 を 行った。 この 結論 を， JIS 原案 作成の ための 検討 資料と した。 利用者 検証 は， 社団法人 全国 脊髄 損 
化 i 連合会 • 全国 頸髓 損傷 者 連絡会 • 社団法人 日本 リ ゥ マチ 友の 会 • 東京都 老人 クラ ブ 連合会 • 社会福祉 
法人 日本 盲人 会 連合 • 社会福祉 法人 日本 点字 図書館な どの 協力 を 得て， 全国 4 地域 （東京 • 愛知 • 石 川 • 
福 岡 ） 49 名の 被験者 （肢体 不自由 者 34 名， 視覚 障害者 15 名） に対して 実物大 検証 装置 を 使った 排 せつ （泄） 
模擬 動作 検証 を 実施し， その 分析 結果 を この 規格に 反映 させた （解説 図 1)。 また， 便器 洗浄 ボタン， 呼 出 
し ボタンの 形状 及び 色に 関して は， 日本 衛生設備 機器 工業 会， ィ ン ター ホン 工業 会 及び 社団法人 日本 配線 
器具 工業 会の 検討 を 基に 規格に 反映 した。 



1) 



2) 



圓被験 1^ ： ：!^体1;^；^苦者 （合計 49 名） 
肢体 不 mtl 荇 ： 34 名 
- 下; E 条件 を 満たす 多様な 動作 特性の 肢体 不自 由 者 

(ひ 段 公共 ト ィ レ利用 時， 便器 まわり 操作 系 設備 

を ゆ I 翁で 操作す る 人 
② 操作 系 設備の 設 11^ (位 i ぽが 使いやす さに 及ぼす 

影響' の 大きい 人 

- 内訳 ： せき 髓损 名 • けい （頸） 髓 損傷 
6 名 • 脳性 マ ヒ 7 名' 筋 ジス トロフィー 2 名 '関 

節 リ ゥ マ 千 5 名 ^mihimm 4 名 • そ の 他 つ 名 （ポ 

リ ォ 4 名， 'ゆ 形成 不全 2 名 • 無 酸素 脳症 1 名） - 
内， 車い す 使用 16 名 

mm:\ ^ ： 15 名 

• 内訳 ： 弱視 5 名 • ^^ff 10 名 

対象 便 房 ： 一般 f お 房 • 多 機能 便 K 

対象 設備 ： 主要 3 設備 

(紙 t ぐ 器 • 便器 洗淨 ボタ ン ■ 呼 出 ボタ ン） 



匿 検証 内容：" 壁面 配置 標準 案 （仮説)" の 評価 
- 評価 項目 ： ① 肢体 不自 I 由 者の 操作 性 

② 視覚 障害者の 認知 性 （探し やす さ） 
及び 識別 性 （区別の しゃす さ） 
• 評価 内容 ： ① 主要 3 設備の 単独 位置 

② 2 設備 間の 距離 （離れ 寸法） 
- 評価 方法 ： 5 段階 評価 及び ヒ ァ リング 
匿 検証 期間： 2005 年 1]〜12 月 
隱 検証 場所： 東京 • 愛知 • 石 川 • 福 岡 
匪 検証 方法 ： 実物大 検証 装置 内での 模擬 動作 及び 測定 
検証 は VTR • 写真に て 記録 





解説 図 1 一 便 房 内 操作 系 設備の 配置に 関する 利用者 検証の 概要 
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3 審議 中に 特に 問題と なった 事項 

便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタンに 関して は， 形状 '色' 配置に 加えて， "押す 力" や "ボタン 部 表面 
の 手触り 感" に関して も 規定したら どうかとの 議論が あった カ^ 数値と して 定める に は 多く の 検証と 時間 
を 要する ため， この 規格で は， 形状 • 色， 配置 以外に 関して は 今後の 検討 課題と した。 また， 紙卷 器に 関 
しても， 便器 洗净 ボタン' 呼出し ボタン 同様 "片手で 使える" などの ユーザ ピリ ティ を 検討して はどう か 
との 議論 も 行った 力、 上記と 同じ 理由で この 規格で は 規定し ない こと と した。 

4 適用 範囲 

この 規格 を 適用す る 公共 ト ィ レの 範囲 は， 不特定多数の 人が 利用す る 鉄道 駅 • 公園 • 集会 場 • 病院 • 百 
貨店 などに 設けられる ものと する 力ま， 特定 多数の 人が 利用す る 学校 • 共同住宅 • 事務所な どの 共用 部分に 
設けられる トイレ を 含む ことが 望ましい。 また， この 規格で は， 腰掛 便器 を 設置す る 一般 便 房 及び 多 機能 
便 房の 両方に 適用で きる ように 提案して いる。 

なお， 和風 便器 便 房 は 操作 部 （便器 洗净 ボタン 及び 呼出し ボタン） やその 他の 器具 （紙 巻 器な ど） を 使 
用す る 姿勢な どが 腰掛 便器 と は 大きく 異なる と考えられる ため， こ の 規格 を 適用す る こ と は 現状で は 適切 
でない と 判断され たが， 便器 洗浄 ボタン • 呼出し ボタン 及び 紙 巻 器 を 和風 便器の 横 壁面に 設置す る 場合に 
おいて は， 配置に よって はこの 規格に 準拠 可能で あるか 検討され る ことが 望ましい。 また， 従来から 一般 
に 広 く 普及して いる 腰掛 便器 後方 等 に 設置 さ れ る' 大便 器 洗浄 弁 （フラッシュ バル ブ） や ロー タンク の 洗浄 
レバー を 否定す る もので はなく， この 規格 は， 腰掛 便器の 横 壁面に， 紙 巻 器に 加え， 便器 洗浄 ボタン 及び 
呼出し ボタンの 両方 又はい ずれ か 一つ を 設置す る 場合に おいて 適用す る こと と した。 

しかし， 将来 的に は， この 規格に 沿って， 不特定多数の 人が 利用す るすべ ての 公共 トイレに おいて， 腰 
掛 便器 便 房の 操作 部 及び 紙 巻 器が 便器 横 壁面に 設置され る ことが 望ま しい。 

5 規定 項目の 内容 

5.1 操作 部の 形状 （本体の 箇条 4) 

操作 部 （便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタン） の 形状に ついては， この 規定の 目的で ある 視覚 障害者 （弱 
視 及び 全盲） の 便器 洗浄 ボタンと 呼出し ボタンの 識別 性の 向上， 及び 上肢 や 手指が 不自由な 肢体 不自由 者 
の 操作 性の 向上 を 念頭に 置き， また， それぞれの 製品で 従来から 主に 採用され ている 形状との 整合性 も考 
慮しつつ， WG での 検討 を 基に 規定 内容 を 検討した。 

便器 洗浄 ボタンの 形状 は 丸形 （〇） とした カズ， その 形状 は 上記の 範囲に おいて 製品に よって 若干の 相違 
は 考えられる。 

呼出し ボタンの 形状 は "便器 洗浄 ボタンと 区別し やすい 形状" という 表現に とどめ， 例と して 四角形 （□) 
又は 三角形 （△) を あげた 力、 今後の 検討に よってい ずれ かの 形状に 統一され るべき である。 

便器 洗净 ボタン 及び 呼出し ボタンの 大きさに ついては， 具体的な 寸法 （縦横と も 約 25〜50mm) を 提示 
し， 形状と して は "指 だけでなく 手のひら 又は 甲で も 押し やすい 大きさ" という 性能 規定に とどめた。 

便器 洗、 净 ボタン 及び 呼出し ボタンの 高さ について は， 具体的な 寸法 は 提示せ ず， "目の 不自 由な 人が 触覚 
で 認知 しゃすい ように， ボタン 部 を 周辺 面より 突起させる ことが 望ましい" という 性能 規定 に と ど め た 。 

なお， この 高さ を 決定す る 際に は， 操作 性 • 認知 性の ほか， 維持 管理の 面 も 検討し なければ ならない。 
a) センサ--式 （非接触 感知 式） の 便器 洗淨 操作 部に ついて 公共 トイレに おいて は， 衛生 面の 向上な ど 
き 目的と して， 非接触に よる "センサー 式 （非接触 感知 式)" の 便器 洗净 ボタン を 設置す る 便 房が 増え 
ている。 

解 3 
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しかし， センサー 式の 便器 洗浄 ボタン は， 視覚 障害者 や 肢体 不自由 者に とって 決して 使いやす いと 
はいえない。 視覚 障害者 にと つて は 誤作動す る 危険性 も 高く， 上肢に 障害の ある 人な ど に は 使いに く 
い 場合 も ある。 

この 規格で は 便器 洗浄 ボタン （押しボタン 式 スィッチ） について だけの 規格と した 力、 施設 用途 や 
利用者の 意見に よって センサー 式 を 設置す る 場合 も 考えられる。 その 場合で も， 主要な 操作 部と して 
押 し ボタン 式スィ ツチの 便器 洗浄 ボタン を 併設し， セ ンサ 一式 だけの 設置 は 避け る ことが 望ま しい。 
b) 靴 ベら タイプの 便器 洗浄 ボタンに ついて これまで 多くの 車い す 使用者 対応の 公共 トイ レ において， 
"靴 ベら タイ プ" の 便器 洗浄 ボタンが 設置され てきた カ^ この ボタン は 肢体 不自由 者に とって 使い や 
すい 場合 も あり， 形状が 特徴 的で 視覚 障害者に とっても 比較的 分かりやす いため， 丸形 （〇） の 便器 
洗浄 ボタンに 準じる ものと 考える。 
C) ひも 付きの 呼出し ボタンに ついて 公共 トイ レの 呼出し ボタンに おいて は， "ひも 付き" の 呼出し ボタ 
ンを 設置す る 場合が ある 力、 ボタ ンの 形状が この 規格に 合致して いれば ひも 付き を 否定す る もので は 
なく， 場合によって は 利便 性 を 高める ものと 考える。 
5.2 操作 部の 色 及び コントラスト （本体の 箇条 5) 

操作 部 （便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタン） の 色 及び コントラストに ついては， この 規定の 目的で ある 
視覚 障害者の 便器 洗浄 ボタン と 呼出し ボタ ンの 識別 性の 向上 を 念頭に 置き， それぞれの 製品で 従来よ り 主 
に 採用 されて いる 色との 整合性 も 考慮しつつ， WG での 検討 を 基に この 規定 を 決定した。 

ボタンの 色に ついては， J1SS0033 (高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 一年 齢 を 考慮した 基本 色 
領域に 基づく 色の 組合せ 方法） の "非常に 識別 性の 高い 色の 組合せ" を 採用し， この 組合せの 中から 選定 
する ことが 望ましい とした。 さらに， 便器 洗浄 ボタン を 無 彩色 又は 寒色 系， 呼出し ボタン を 暖色 系と する 
ことが 望ましい とした。 また， 識別 性 を 高める ために は， ボタン 色と 周辺 色との コントラストが 極めて 重 
要で あり， "コントラスト を 確保す る。 また， 弱視の 人 及び 加齢に よる 黄色 変化 視界の 高齢者に も 判別し や 
すいよう， J1S S 0031 (高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 視覚 表示物 一年 代 別 相対 輝度の 求め 方 及び 光の 評価 
方法） を 参照し， 明度 差 及び 輝度 比に も 留意す る" ことと した。 
5.3 操作 部 及び 紙 巻 器の 配置 （本体の 箇条 6) 

操作 部 （便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタン） 及び 紙 巻 器の 配置の 規定に ついては， 前述の "ぐつ ど トイ 
レ プロジェクト" の 調査 研究 成果， 及び WG による 利用者 検証 （"2 制定の 経緯" 参照） の 結果に 基づい 
てこの 規定 を 決定した。 

この 3 設備の 配置 規定に 要求され る 性能 は， 肢体 不自由 者 も 含む できるだけ 多くの 利用者 力 « 作 可能で， 
かつ 視覚 障害者に も 認知し やすい ことで ある [本体 6a)]。 
重要な 配置 規定 は， 次の 2 点で ある。 

① 操作 部 及び 紙 巻 器 は， 腰掛 便器の 左右 どちら かの 壁面に まとめて 設置す る [本体 6b)]。 

② 3 設備 相互の 位置 関係 を 厳守す る [本体 6c)]。 

• 紙 巻 器 を 起点と し 2) ， 便器 洗浄 ボタン は 紙 巻 器の 上方に 設置す る （上下の 位置 関係)。 
注 2) 紙 巻 器 は， 公共 トイレ 利用 時に 不可欠な 器具で あり， 形状が 特徴 的で 視覚 障害者に も 探 
しゃすい ため， 配置の 起点と して 最適で ある。 
• 呼出し ボタン は 便器 洗浄 ボタンと 同じ 高さで 腰掛 便器 後方に 設置す る （前後の 位置 関係)。 
これらの 配置に ついては， 視覚 障害者が 多 機能 便 房 を 利用し， 車い す 使用者が 一般 便 房 腰掛 便器 を 利用 
する 場合が ある こと を 考慮し， 一般 便 房 及び 多 機能 便 房に 共通す る 規定と した。 
便器 洗浄 ボタン • 呼出し ボタン 及び 紙 巻 器 を 操作す る 姿勢 は 利用者の ニーズ 又は 動作 特性に よって 異な 
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るが， この 規格で 示した 3 設備 は， 便器 洗浄 ボタン 及び 紙 巻 器 は 主として 便器 座 位 • 立 位 及び 便器 前での 
車い す 座 位の 3 姿勢， 呼 出 し ボタン は 主 と して 便器 座 位 姿勢での 操作 を 想定 した も ので あ る 。 

なお， 呼出し ボタンに ついては， 利用者 検証 を 実施して いないが， 特に 車い す 使用者の 利用 を 想定した 
便 房 （特に 多 機能 便 房な ど） において， 車い す や 便器から 転倒し 床 面に 横にな つた 姿勢， 及び 便器 前での 
車い す 座 位での 操作 を 想定し， 便器 前方の 低めの 位置な どに 設置す る ことが 検討され るべき である。 この 
ため， この 規格で は， 設置 寸法 は 規定して いないが， "呼出し ボタン は， 利用者が 転倒した 姿勢で 容易に 操 
作で きる 位置に も 設置す る ことが 望ましい。" とした [本体 6g)]。 

設置 寸法 （許容範囲） の 規定 [本体 6d)] について は， 利用者 検証が 一定の 限られた 被験者 要件の 下で 
ある こと， 介護 を 必要と する 利用者の 操作 部 利用の 方法な ど， 今後の 課題 も あり， この 規定に 示す 寸法 を 
固定 的な 設計 仕様と して とら （捉） える ことが 望ましくな いため， 次の ような 考え方と した。 

① この 規格 及び 検証の 目的に 照ら してよ り 広範な 利用者の 利便に 対応す る こと 

② 同一 壁面 上に 手すりな ど ほかの 設備が 併設され る 場合， 及び 紙 巻 器， 腰掛 便器 横 壁面の 形状の 違 
いなどに 影響 を 受ける ため， 各 寸法 を 柔軟に とら （捉） える こと 

③ 今後の 新 しい 考え方 や 製品の 出現 をで き る だ け 促す 寸法 とする こと 
具体的に は， 次の ような 寸法 表記と した。 

① 設置 寸法 （許容 範 lil) の 規定に 幅 を もたせる ため， "約 〇〇〜〇〇 mm" とした （本体の 表 1)。 

② 利用者の 多様な ニーズに 対応す るた め， 操作 部 及び 紙 巻 器と 同一 壁面 上に， 手すり， 温水 洗浄 便 
座 リモコン， 手 洗 器な どの 器具の 併設， 又は 紙 巻 器， 腰掛 便器 横 壁面の 形状な どに よって， 本体 
の 表 1 に 示す 配置 及び 設置 寸法に よらない 場合に ついて 言及し， 設置 位置が この 規格に 示す 設置 
寸法 以外と なる 場合 も 許容す る ことと した。 ただし， この場合 も， 本体 6 C) で 規定す る 3 設備 相 
互の 位置 関係 （上下 及び 前後の 位置 関係） を 基本と する ことと した [本体 6 り]。 また， "この 規 
格に 示す 設置 寸法 以外 と な る 場合" の 配置 例 を 解説 図 2-1 • 2-2 • 2-3 で 示 し た。 

次に， 本体の 6 り 及び 表 1 で 示した 3 設備の 設置 寸法の 規定に ついて， 解説す る。 

① 3 設備の 設置 寸法の 基点 

3 設備の 設置 寸法の 基点 は， 便器 座 位 姿勢の 利用者 を 基準に， かつ， 便器 及び 便座の 寸法 違いに も 対応 
できる こと を 考慮し， "便座 上面 先端" とした。 

② 3 設備の 基準点 

紙卷 器の 基準点 は， 基本的に "使用す る トイレットペーパー （JISP4501) の 心棒の 中央 又は 中央 付近" 

とする のが 適切で あると 考えられる。 また， 二連式 （縦 型 及び 横 型） の 紙 巻 器の 場合 は "二つの 心棒の 中 
央 付近 を 結んだ 直線 上の すべての 点" として 問題ない と 判断した。 

便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタンの 基準点 は， "ボタン 部の 中央" とした。 

③ 便器 中心 線 一 3 設備 を 設置す る 壁面 間の 距離 

現状の 一般的な 一般 便 房 及び 多 機能 便 房の 寸法で ある "45()〜600mm 程度" を 想定した。 
@ 紙 巻 器の 設置 寸法 
[紙 巻 器の 前後 位置 （ズ| ： 基点から 便器 前方へ 約 0〜100mm)] 

便器 座 位， 立 位， 及び 便器 前での 車い す 座 位の 3 姿勢での 操作 性 を 考慮し， 利用者 検証 結果に 基づき 定 

めた。 

[紙 巻 器の 高さ ひ 1 ： 基点から 便器 上方へ 約 150〜400 mm)] 

^^ー壁面に水平手すりが設置された場合の紙巻器と手すり との関係にっぃて検討されたが， 利用者検証 
において 手すり 下の 紙 巻 器に ついての 視覚 障害者の 認知 性 （探し やす さ） 評価が やや 低かった ものの， 紙 

解 5 
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巻 器 及び 手すりの 操作 性に ついては， 手すりの 前 出 寸法 （壁面からの 離れ 寸法） の 違いな どに よって 紙 巻 

器が 手す り の 上が 良い 場合 と 下の 場合が あ るた め， 水平 手す り の 上下に ま た がる 範 H を 許容範囲 とした。 
⑤ 便器 洗浄 ボタンの 設置 寸法 

[便器 洗浄 ボタンの 前後 位置 （不 ： 基点から 便器 前方へ 約 0〜100rmTi)] 
本体 6 c) で 規定した 紙 巻 器との 位置 関係 （便器 洗净 ボタン は 紙 巻 器の 上方） を 考慮した。 
[便器 洗净 ボタンの 高さ （^2 ： 基点から 便器 上方へ 約 400〜550 mm)] 

便器 洗浄 ボタンの 高さ （^2) は， 座 位 保持 能力 及び 上肢 到達 能力の 低い 肢体 不自由 者の 操作 性に 配慮し， 
"基点 +約 550 mm" とした。 

[便器 洗浄 ボタンと 紙 巻 器との 垂直 距離 （1^ ： 約 100〜200mm)] 

便器 洗净 ボタンの 操作が 困難な 上肢 到達 能力の 低い 肢体 不自由 者で も， 便器 洗浄 ボタンの すぐ 真下に 紙 
巻 器が あると， 紙 巻 器に 手 を 載せ 便器 洗净 ボタンの 操作 を 容易に する 場合が ある こと 力 «認 された。 垂直 
距離 約 100〜200mm の 寸法 は， 検証 結果に 基づいて そのよ う な 利用 を 想定し 定めた。 

この場合の 利用 は， 手 を 載せる もの は 紙 巻 器でなくて もよ いため， 同一 壁面の 便器 洗净 ボタンの すぐ 真 
下 （100〜150mm 程度） に 手 を 載せる ことができる 水平 手すり • 上面が 棚 形状の 紙 巻 器な ど を 設置す る 場 
合に も 適用す る ことと した。 この 配置 例 を 解説 図 2-2 に 示す。 
® 呼出し ボタンの 設置 寸法 
[呼出し ボタンの 前後 位置 （ズ 2 ： 基点から 便器 後方へ 約 100〜200mm)] 

呼出し ボタンの 前後 位置 （あ） は， 視覚 障害者の 認知 性 （探し やす さ） 及び 肢体 不自由 者の 操作 性 を 十 
分 考慮し， 検証 評価が より 良好と なる "基点から 便器 後方へ 約 100〜200mm" とした。 この 寸法で は， 既 
存の 温水 洗净 便座 リモコ ン 製品が 同一 水平面に 設置で きない "こ の 規格に 示す 設置 寸法 以外 と なる 場合" 

(解説 図 2-3) も 想定され る 力、 今後の 製品 面の 改良 を 促す ことと した。 

[呼出し ボタンの 高さ （ダ2 ： 基点から 便器 上方へ 約 400〜550 mm)] 

本体 6 C) で 規定した 便器 洗净 ボタンとの 位置 関係 （呼出し ポタン は 便器 洗浄 ボタンと 同じ 高さで 腰掛 便 
器 後方） を 考慮し， 便器 洗浄 ボタンの 高さに 合わせた。 
[呼出し ボタンと 便器 洗浄 ボタンとの 水平距離 ： 約 200〜300mm)] 

呼出し ボタンと 便器 洗浄 ボタンとの 水平距離 （ぁ） は， 視覚 障害者の 認知 性 （便器 洗浄 ボタンとの 識別 
のし やす さ） と 肢体 不自由 者の 誤 操作の 起きに くさに ついて 考慮し， 呼出し ボタンの 前後 位置 （ぶ 2: 基点 
から 便器 後方へ 約 100〜200mm) との 整合 を 図り "約 200〜300 mm" とした。 



解 6 
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画 便器 洗浄 ボタン 及び 呼 出 し ボタンの 高さ (Y2) が， こ の 規格に 示す 設置 寸法 (基点から 便器 上方へ 約 400〜550 mm 

以外と なる 場合の 配置 例 

① 同一 壁面 上に， 手すり， 手 洗 器 を 設置す る 場合 



便器 洗净 ボタン 
紙 巻 器 




設置す る 手 洗 器の 形状に より， 
便器 洗浄 ボタン 及び 呼出し ボタ 
ンの 高さ （}^ が 上限 ライン （基 
点 + 約 550 mm) より 高くなる 場 
合が ある。 この場合 において は， 
今後より コンパ ク トな手 洗 器 を 
開発し， 設置す る ことによって 
Yj の 高さ を 抑える こ とが 望ま し 
い。 



② 腰掛 便器 横 壁面が カウンタ一， キャビネ ッ ト 形状で ある 場合 



カウンター， 又は キャビネット 



便器 洗挣 ボタン 
呼出し ボネン / 紙 巻 器 




其 占 
(便座 上面 先端） 



： 約 100〜200 
： 約 150〜200 



Yi 

•• 約 250 〜柳 



便器 洗净 ボタン 及び 呼出し ボタ 
ンを， カウンター， キャビネ ッ 
トの 立ち上がり 面に 設置す る 方 
が 使いやすい 場合が ある。 この 
場合に おいても キャビネ ッ ト高 
さ を 調整し， 便器 洗浄 ボタン 及 

び 呼出し ボタンの 高さ （72) を 調 

整す る ことが 望ま しい。 



解説 図 2-1 — 操作 部 及び 紙 巻 器が， この 規格に 示す 設置 寸法 以外と なる 場合の 配置 例 1 



解 7 
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■ 便器 洗净 ボタンの 紙 巻 器との 垂直 距離 が この 規格に 示す 設置 寸法 （約 100〜200 mm) 以外と なる 場合の 配 
置 例 

手すり， 棚な ど， 便器 洗淨 ボタンの 真下に 手 を 載せる ことができる ものが 設けられる 場合 



手すり を 設置す る 場合 



棚 付 紙 巻 器 を 設置す る 場合 



スペア 付 紙 卷器を 設置す る 場合 



呼出し ボタ： 
手すり I 



(n) 




() 



ノリ- 



便器 洗浄 ボタ: 



-a- 



約 100〜150 
約] 00〜150 



： 約 200〜300 



紙卷器 



腰掛 便器 




(便) A 上面 先端） 



呼出し ボタ： 



便 » 洗净 ボタ: 



-丽 



約 100〜150 
約 100 



： 約 200〜250 



腰掛 便器 




基点 
(便座 上面 先端） 



呼出し ボタ： 



便器 洗浄 ボタ: 




-10 

ftp] 



スペア 付 紙卷器 



厂 ト,' -, 

乂 100〜150 
約 

200〜250 



： 約 300 〜權 



※ただし， 便器 洗 rt' ト ボタン 及び 
/ 呼出し ボタンの 高さ ひヒ） 
Yi はこの 規格に りい 广,; t ぼや の 
上限 （」,1^点+約ぉ0麵） を 

■ 超えない ものと する。 



腰掛 便器 



某 占 

(便座 上面 先端） 



便器 洗净 ボタンの 真 ― F (100〜150mm 程度） に 手 を 載せる ことができる 手すり， 又は 棚な どが 設けられる 場 
合に は， 便器 洗浄 ボタンと 紙 巻 器との 垂直 距離 （y^) が 上限 （200 mm) を 超える 場合 も ある 



解説 図 2-2 — 操作 部 及び 紙 巻 器が， この 規格に 示す 設置 寸法 以外と なる 場合の 配置 例 2 



解 8 
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■ 呼出し ボタンの 前後 位置 （る） 及び 呼出し ボタンの 便器 洗浄 ボタンとの 水平距離 （； G) が この 規格に 示す 設置 寸 
法 （る： 基点から 便器 後方へ 約 100〜200 mm， る： 約 200〜300 mm) 以外と なる 場合の 配 ifi 例 

• 同一 壁面 上に， 温水 洗净 便座 リモコン を 設置す る 場合 



X パ約 400 



X2: 約 300! 
>| 



呼出し ボタ： <4 



OO-CXO 



温水 洗浄 便座 

リモコン 



腰掛 便器 




1: 約 100 



便器 洗净 ボタン 



，紙 巻 器 



基ノ占 

(便座 上面 先端 )1 



設置す る 温水 洗净 リモコンの 形 
状に よって， 呼出し ボタンの 前 
後 位置 (ぁ) が 後方 限界 ライン (基 

点 一 約 200 mm) より 後方と なり， 
呼出し ボタンと 便器 洗淨 ボタン 
との 水ギ 距離 （る） が 上限 （約 
300 mm) を 超える 場合が ある。 
この場合， 今後 便器 洗净 ボタン， 
呼出し ボタ ン 及び 温水 洗净 便座 
リモコンの 改良な どに よって， 
呼出し ボタン を この 規格に 示す 
設置 寸法 内に 設置す る ことが 望 
ま しい。 



解説 図 2-3 — 操作 部 及び 紙 巻 器が， この 規格に 示す 設置 寸法 以外と なる 場合の 配置 例 3 



6 懸案 事項 並びに 今後の 課題 

以上， この 規格 を 検討す るに 当たり， 様々 な 角度から 検討 を 行って きた 力、 なお， 下記の ような 課題が 
残されて いる。 すべての 人が 安心して 利用で きる 公共 トイレの 整備に 向けて， この 規格 及び この 解説が 有 
効かつ 迅速に 活用され ていく こと 力ま 望まれる。 

① 利用者の さらなる 利便 性の 向上 と 利用者 検証 

• 今後の 公共 トイレに おいて は， 多様な トイレ デザインが 生み出される と考えられる 力、 その 基本 
は 利用者の 利便の 向上に ある。 この 規格が そのような 目的に 合致した 使用と なること， そのため 
の 利用者 検証の 原則が 関係者 に 引き続き 求められる。 

② この 規格 を 具体的な 公共 トイレに 広く 普及 ■ 浸透させる ための 情報 提供 

- この 規格 は 国， 自治体， 関係 機関な ど 公共 トイレの 法的 整備に 関する 基準 策定 • 改訂 作業に 資す 
ると ともに， 衛生設備 機器 メーカーが 発行す る 設計 資料 等に こ の 規格の 根拠 を しっかりと 明記す 
べきで ある。 

- こ の 規格が 利用者 側に 広 く 情報 提供され るよ う 広範な 広報 • 啓発 活動 を 推進すべき である。 

③ この 規格 を 公共 トイレに 広く 普及 • 浸透させる ために 必要な， 製品の 開発 • 改良 

• この 規格に おいても 公共 トイレの 円滑な 利用が 困難な 利用者が 想定され る。 また， この 規格に 対 
応 できない 既存 製品 も 少なくない。 関係 機関 は 利用者の 多様な 利用 を 想定し， より 円滑に 利用で 
き， 配置で きる 製品 • 機器の 技術 開発に 傾注す る 必要が ある。 

• この 規格 制定 後に おいても， より 利用し やすい 便 房 内 操作 部， 器具の 仕様 （形状， 色， 操作 性な 

解 9 

著作権法に よ り 無断での 複製， 'fizi 載 等 は 禁止され てお り ま す。 



14 

S 0026 ： 2007 解説 



ど） 及び 配置の 研究開発 を 推進すべき である C 

原案 作成 委員会の 構成 表 

原案 作成 委員会の 構成 表 を， 次に 示す。 



ァ クセシ ブル デザイン 検討委員会 構成 表 



(委員長） 

(委員） 



(関係者） 



(事務局） 



氏名 



所属 





地 




県 


防衛 医科大学 校 


佐 


川 




賢 


独立 行政法 人 産業 技術 総合 研究所 




木 


和 


夫 


曰 本 大学教授 （日本 人間工学 会） 


天 


野 


正 


口 


独立 行政法 人 製品 評価 技術 基盤 機構 


服 


部 




董 


社団法人 人間 生活 工学 研究 セ ン ター 


大 


沼 


直 


紀 


筑波 技術 大学 


山 


内 




繁 


早稲 田 大学 


安 


屋 




明 


社団法人 全国 脊髄 損傷 者 連合会 


田 


中 


徹 




社会福祉 法人 日本 点字 図書館 


長 


見 


萬 里 野 


財団法人 日本 消費者 協会 


山 


下 


恭 


弘 


交通 ェ コロ ジ一. モビリ ティ 財団 


沼 


尻 


福 




財団法人 家電 製品 協会 


酒 


井 


光 


彦 


社団法人 日本 包装 技術 協会 


加 


III 


英 


男 


財団法人 日本規格協会 


後 


藤 


我 


明 


積 水 ハウス 株式会社 


横 


田 




真 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


相 


澤 


幸 




経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


柳 


原 


聡 


子 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


渡 


辺 


直 


人 


経済 産業 省 商務 情報 政策 局 


藤 


原 


大 


輔 


経済 産業 省 商務 情報 政策 局 


澤 


田 




位 


財団法人 日本規格協会 


星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 


お 


川 


美 


和 


財団法人 共用 品 推進機 構 


金 


丸 


淳 


子 


財団法人 共用 品 推進機 構 



トイレ 内に おける 操作 系 設備の 標準化 検討 小委員会 構成 表 



氏名 



所属 



(委員長） 


髙 


橋 


儀 


平 


東洋 大学 


(委員） 


今 


西 


正 


義 


DPI 日本 会議 




妻 


屋 




明 


社団法人 全国 脊髄 損傷 者 連合会 




田 


中 


徹 




社会福祉 法人 日本 点字 図書館 




笹 


川 


士 


彦 


社会福祉 法人 日 本 盲人 会 連合 



解 10 



^^作権法にょ り無断での複製， 転 等 は 禁止され ております。 
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(関係者） 



(事務局） 



八 


幡 


孝 


雄 


全国 頸髓 損傷 者 連絡会 


長 谷川 


三 枝 子 


社団法人 日本 リウ マチ 友の 会 


小 


暮 


繁 


枝 


東京都 老人 クラブ 連合会 


赤 


居 


正 


美 


国立 身体障害者 リハビリテーション センター 


士 


田 


あ 


し . 


社団法人 日本 建築士 会 連合会 


戸 


村 


哲次郎 


日本 衛生設備 機器 工業 会 






隆 


一- 


東陶 機器 株式会社 


柴 


田 


正 


主 
大 


株式会社 INAX 


草 


野 




郎 


ィ ンタ一 ホン 工業 会 


村 


上 




裕 


国土 交通 省 住宅 局 


佐 


菌 


由 


美 


国土 交通 省 大臣 官房 


横 


田 




真 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


相 


澤 


幸 


一 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


柳 


原 


聡 


子 


経済 産業 省 産業 技術 環境 局 


渡 


辺 


直 


人 


経済 産業 省 商務 情報 政策 局 


森 






臣 


国土 交通 省 総合 政策 局 


甲 


カロ 

貝 


佳 


子 


社会福祉 法人 日本 点字 図書館 


飯 


嶋 




守 


日本 衛生設備 機器 工業 会 


中 


尾 


秀 


樹 


日本 衛生設備 機器 工業 会 


河 


野 


裕 


之 


東陶 機器 株式会社 


江 


本 


次 


幹 


株式会社 INAX 


近 


藤 


真 


樹 


社団法人 日 本 配線 器具 工業 会 


瀬 


谷 


知 


紀 


東洋 大学 


星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 


金 


丸 


淳 


子 


財団法人 共用 品 推進機 構 


森 


川 


美 


和 


財団法人 共用 品 推進機 構 



トイレ 内に おける 操作 系 設備の 標準化 検討 WG 構成 表 



氏名 



所属 



(委員長） 

(委員） 





村 


哲次郎 


日本 衛生設備 機器 工業 会 


髙 


橋 




平 


東洋 大学 


八 


幡 


孝 


雄 


全国 頸髓 損傷 者 連絡会 


甲 


賀 


佳 


子 


社会福祉 法人 日 本 点字 図書館 




P 


隆 




東陶 機器 株式会社 


河 


野 


裕 


之 


東陶 機器 株式会社 


柴 


田 


正 


美 


株式会社 INAX 


江 


本 


次 


幹 


株式会社 INAX 


草 


野 




郎 


ィ ンタ一 ホン 工業 会 


近 


藤 


直 


樹 


社団法人 日 本 配線 器具 工業 会 



解 11 

著作 權法 により 無断での 複製， 転 IE 等 は^止 されて お り ます。 
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(関係者） 



(事務局） 



瀬 




知 


紀 


東洋 大学 


星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 


金 


丸 


淳 


子 


財団法人 共用 品 推進機 構 


森 


川 


美 


和 


財団法人 共用 品 推進機 構 


飯 


嶋 




守 


日本 衛生設備 機器 工業 会 


中 


尾 


秀 


樹 


曰 本 衛生設備 機器 工業 会 



(文責 髙橋 儀 平） 



解 12 

：；^ 作 権 法に よ り 無断での » 製， 転載 等 は 禁止され ており ま す。 



★ 内容に ついての お 問合せ は， 規格 開発部 標準 [FAX(03)3405 -554 1 TEL(03)5770- 1571] へ ご 速 
絡く ださい。 

★JIS 規格 票の 正教 票が 発行され た 場合 は， 次の 要領で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊誌 "標準化 ジャーナル" に， 正' 解の 内容 を 掲載いた します。 

(2) 原則として 毎月 第 3 火曜日に， "日経 産 紫 新聞" 及び "日刊 工業 新聞" の 発行の 広告欄 

で， 正 レ, が 発行 さ れ た .ns お 格 番号 及び 規 fft の 名称 をお 知らせい たします。 
なお, 当 も 会の J は 予約者の 方に は， 予約され ている 部門で 正^ 紫が 発行され た 場合， 自動 
的に お送りい たします。 

★JIS 規格 票の ご注文 は， 替及 事業部 カス タマ 一サービス 課 [TEL(03)3583-8002 FAX(03)3583-0462] 

又は 下 己の 当 協会 各 支部に おき ましても ご注文 を 承って お り ますので， お 申) i み く ださい。 
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